
 
 

《
防
波
堤
灯
台
》 

港
湾
の
所
在
や
港
の
出
入
口

な
ど
を
示
す
た
め
に
港
湾
や
漁
港
の
防
波
堤
の

先
端
に
設
置
さ
れ
て
い
る
灯
台
を
「
防
波
堤
灯

台
」
と
呼
び
ま
す
。
港
の
奥
に
向
か
っ
て
左
側
は

白
色
、
右
側
は
赤
色
に
塗
装
さ
れ
て
い
ま
す
。
沿

岸
灯
台
に
比
べ
る
と
、
光
が
遠
く
ま
で
届
く
必
要

が
な
い
の
で
小
型
な
も
の
に
な
り
ま
す
。 

室
津
・
上
関
・
白
井
田
・
八
島
な
ど
の
漁
港
の

防
波
堤
に
立
っ
て
い
る
灯
台
が
防
波
堤
灯
台
に

な
り
ま
す
。 

 

《
導
灯
》 

航
路
標
識
の
中
で
、
通
航
困
難
な
水

路
、
狭
い
港
口
な
ど
の
航
路
を
示
す
た
め
に
、
航

路
の
延
長
線
上
の
陸
地
に
設
置
し
た
２
基
を
一

対
と
す
る
構
造
物
で
、
灯
光
を
発
す
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
船
舶
が
航
行
す
る
見
通
し
線
上
に
あ
た

る
陸
上
に
、
低
い
塔
（
前
灯
）
と
高
い
塔
（
後
灯
）

が
一
対
に
な
っ
て
立
っ
て
い
る
の
で
、
船
舶
は
こ

れ
ら
一
対
の
塔
の
光
が
上
下
に
並
ん
で
見
え
る

よ
う
に
進
め
ば
、
安
全
な
航
路
上
に
導
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

上
関
の
森
の
中
に
立
っ
て
い
る
矢
印
の
よ
う

な
形
の
構
造
物
が
導
灯
で
、
上
関
海
峡
を
安
全
に

通
航
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 
 

《
灯
標
》 

波
の
あ
い
だ
に
見
え
か
く
れ
す
る
岩

と
か
、
浅
い
所
に
船
が
乗
り
上
げ
な
い
よ
う
に
、

暗
礁
や
、
浅
瀬
な
ど
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
が
灯

標
で
す
。 

 

《
灯
浮
標
》 

船
に
暗
礁
や
、
浅
瀬
の
あ
る
所
を

示
し
た
り
、
決
め
ら
れ
た
安
全
な
コ
ー
ス
（
航
路
）

に
導
く
た
め
、
海
に
浮
か
べ
ら
れ
た
標
識
で
す
。

水
面
に
浮
か
ん
で
い
る
標
体
と
海
底
に
置
い
た

重
り
と
を
チ
ェ
ー
ン
で
つ
な
い
で
い
ま
す
。 

 

祝
島
の
烏
帽
子
の
岩
場
の
沖
や
、
祝
島
の
南
側

の
海
上
に
浮
か
ん
で
い
る
の
が
灯
浮
標
で
す
。 

 

 

海
の
ま
ち
・
上
関
町
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ

て
、
灯
台
は
と
て
も
身
近
な
存
在
で
、
多
く
の
方

が
日
常
的
に
灯
台
を
目
に
し
、
ふ
る
さ
と
の
風
景

の
中
に
自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
す
。
上
関
町
を

Ｐ
Ｒ
す
る
写
真
に
も
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。 

船
舶
の
安
全
な
航
行
に
欠
か
せ
な
い
灯
台
で

す
が
、
ひ
と
こ
と
に
「
灯
台
」
と
言
っ
て
も
、
そ

の
種
類
や
役
割
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
意
外
と
知
ら 

れ
て
い
な
い
灯
台
の
つ
い
て
の 

豆
知
識
と
、
上
関
町
内
に
立
っ 

て
い
る
灯
台
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
灯
台
の
種
類 

 

船
舶
が
海
上
で
の
位
置
を
知
る
た
め
の
道
し

る
べ
と
な
る
設
備
を
「
航
路
標
識
」
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
航
路
標
識
に
は
、
岬
や
防
波
堤
な
ど
に
立

つ
灯
台
や
、
海
に
浮
か
ぶ
灯
浮
標
な
ど
、
灯
光
を

手
段
と
す
る
「
光
波
標
識
」
、
霧
信
号
所
な
ど
音

を
手
段
と
す
る
「
音
波
標
識
」
、
電
波
を
手
段
と

す
る
「
電
波
標
識
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

一
般
的
に
は
、
灯
台
に
は
「
沿
岸
灯
台
」
と
「
防

波
堤
灯
台
」
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、

海
に
浮
か
ぶ
灯
浮
標
や
導
灯
な
ど
、
光
を
手
段
と

す
る
光
波
標
識
も
灯
台
の
仲
間
と
し
て
紹
介
し

ま
す
。 

 

《
沿
岸
灯
台
》 

灯
台
の
中
で
、
船
舶
が
陸
地
や

主
要
変
針
点
又
は
自
船
の
位
置
を
確
認
す
る
際

の
目
標
と
す
る
た
め
に
、
岬
や
沿
岸
の
顕
著
な
場

所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
を
「
沿
岸
灯
台
」
と

呼
び
ま
す
。 

上
関
海
峡
の
室
津
灯
台
や
、
八
島
（
平
根
埼
）
、

鼻
繰
島
、
天
田
島
、
ホ
ウ
ジ
ロ
島
な
ど
に
立
っ
て

い
る
灯
台
が
沿
岸
灯
台
で
す
。 

◎
灯
台
の
光
り
方 

 

灯
台
、
灯
標
、
灯
浮
標
な
ど
の
航
路
標
識
は
、

夜
に
な
る
と
光
を
出
す
の
で
、
「
夜
標
」
と
い
い

ま
す
が
、
夜
標
は
、
他
の
標
識
と
間
違
え
ら
れ
な

い
よ
う
に
、
ま
た
、
船
や
町
の
灯
り
と
は
っ
き
り

区
別
で
き
る
よ
う
な
光
を
出
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
を
「
灯
質
」
と
い
っ
て
、
光
の
色
と
光
の

出
し
か
た
の
組
合
わ
せ
で
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
付
近
の
夜
標
と
は
違
う
光
り
方
を
し
て
い
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
、
隣
同
士
の
灯
台
が
同
じ
よ
う
な

光
り
方
を
し
て
い
る
と
、
船
は
間
違
え
て
浅
瀬
や

海
岸
に
乗
り
上
げ
る
心
配
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

灯
質
に
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
こ
で
は
、
主
な
も
の
だ
け
表
に
し
ま
し
た
。 

光
の
色
は
白
、
赤
、
緑
の
３
種
類
で
、
黄
色
の

も
の
も
、
わ
ず
か
に
あ
り
ま
す
。 

 

 
◎
上
関
町
内
の
灯
台 

 
上
関
町
内
に
立
っ
て
い
る
主
な
灯
台
や
導
灯
、

灯
浮
標
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

      

◎
「
わ
い
わ
い
タ
イ
ム
ス
」
７
月
号
は
７
月
３
日
（
日
）

発
行
予
定
で
す
。 

 

● 

                       

◎
灯
台
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト 

 

全
国
の
小
中
学
生
を
対
象
に
、
毎
年
、
灯
台
を
テ

ー
マ
に
し
た
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
金
賞
お
よ
び
海
上
保
安
庁
長
官
賞
の
受
賞
者

は
、
11
月
１
日
の
灯
台
記
念
日
に
東
京
で
開
催
さ

れ
る
灯
台
記
念
日
祝
賀
会
に
併
せ
て
実
施
さ
れ
る

授
賞
式
に
招
待
さ
れ
る
そ
う
で
す
。 

灯
台
の
あ
る
風
景
の
中
で
暮
ら
し
て
い
る
上
関

町
の
子
ど
も
た
ち
に
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
欲
し

い
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
締
め
切
り
は
９
月
５
日
。
詳

細
は
、
以
下
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
t
tp
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/w
ww
.t
ok
ok
ai
.o
rg
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ま
ち
の
宝
物
⑫ 

 

灯 

台 

室津灯台（塗色：白） 

初点灯：昭和 11年 6月 

灯質：IsoWR6s 

（等明暗白赤光 明 3秒暗 3秒） 

光達距離：12海里 

鼻繰島灯台（塗色：白） 

灯質：FlW5s 

（単閃白光 毎5秒に 1閃光） 

 

えぼし灯浮標（祝島） 上関導灯（前灯） 

八島港防波堤灯台（塗色：赤） 

初点灯：昭和 46年 9月 

上関港Ａ防波堤灯台（塗色：赤） 

初点灯：昭和 39年 12月 

白井田港防波堤灯台（塗色：赤） 

初点灯：昭和 51年 11月 


